
 

 

   

33
年
法
律
第
１
４

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ

令
和
５
年
度
調
理
師
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施

 

▼
試
験
日
時 

令
和
５
年
８
月
29

火

 

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

▼
試
験
地 

剣
淵
町
に
住
所
を
有
す
る
方

旭
川

は
受
験
票
に
よ
り

 

▼
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法 

び
調
理
理
論

に
つ
い
て
の
筆
記
試
験 

▼
受
験
資
格 

22
年
法
律
第
26

57
条
に
規
定
す
る
者

多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調
理
し
て

供
与
す
る

の
施

設
又
は

そ
う
ざ
い

そ
う
ざ
い
製

造
業
に
掲
げ
る
営
業
に
お
い
て
令
和
５

年
５
月
19

ま
で
に
２
年
以
上
調

理
の
業
務
に
従
事
し
た

 

▼
受
験
願
書
受
付
期
間 

令
和
５
年
５
月
８

か
ら
令
和

５
年
５
月
19

ま
で
に
最
寄
り
の

保
健
所
に
提
出

 

▼
提
出
書
類 

⑴
調
理
師
試
験
受
験
願
書 

１
部 

⑵
調
理
師
試
験
受
験
者
整
理

 

１
部 

⑶
調
理
師
試
験
入
力
通
知
書 

１
部 

▼
受
験
手
数
料 

に
相
当
す
る
額
面
の
北

海
道
収
入
証
紙 

▼
合
格
発
表 

令
和
５
年
10
月
13

 

※
受
験
案
内
の
配
付

保
健
所
で
行
い

 
※
詳

名
寄
保
健
所
企
画
総
務
課

企
画
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

名
寄
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係 

電
話
０
１
６
５
４―
３―

３
１
２
１ 

    

令
和
５
年
度
か
ら
児
童
扶
養
手
当
額

が
２
・
５
％
の
引
き
上

 

ご
不
明
な
点

問
い
合
わ
せ
く
だ

 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

住
民
課
環
境
生
活

 

電
話
26―

９
０
２
６ 

             

                

 

 

 

 春
秋
叙
勲
の
候
補
者
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
方
を
推
薦
で
き
ま
す 

(

一
般
推
薦

制
度)

 

内
閣
府

一
般
の
方
か
ら
春
秋
叙

勲
の
候
補
者
の
推
薦
を
受
け
付
け
て
い

 

▼
候
補
者
の
要
件 

ね
20

で
幅
広

く
公
共
の
た
め
に
活
躍
し
た
方

70

歳
以
上
の
方
等 

▼
推
薦
方
法 

⑴

に
よ
り
推

と
も
に
20

 

⑵
自
分
自
身
や
二
親
等
内
の
親
族
関
係

に
あ
る
方
の
推
薦
は
不
可 

⑶

を
内
閣
府
担
当

窓
口
ま
で

 

詳

叙
勲 

で
検

索

内
閣
府

で
ご
確
認

 

※
様
式
等
も
掲
載
し
て
い
ま
す

 

 

◇
お
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先 

内
閣
府
賞
勲
局
一
般
推
薦
担
当 

〒
１
０
０―

８
９
１
４ 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１―

６―

１ 

電
話
03―

３
５
８
１―

２
８
６
８ 

令
和
５
年
度
調
理
師
試
験
の 

実
施
に
つ
い
て 

児
童
扶
養
手
当
額
の 

変
更
に
つ
い
て 

春
秋
叙
勲
の
候
補
者
の 

一
般
推
薦
に
つ
い
て

（児童扶養手当額改定一覧表） 

区 分 従来の手当額 令和５年４月改定後の手当額 

手 当 本 体 
全部支給 43,070 円 

一部支給 43,060 円～10,160 円 

44,140 円（+1,070 円） 

44,130 円～10,410 円（+1,070 円～+250 円） 

第 ２ 子 加 算 
全部支給 10,170 円 

一部支給 10,160 円～5,090 円 

10,420 円（+250 円） 

10,410 円～5,210 円（+250 円～+120 円） 

第３子以降加算 
全部支給 6,100 円 

一部支給 6,090 円～3,050 円 

6,250 円（+150 円） 

6,240 円～3,130 円（+150 円～+80 円） 

 



 

 

   ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

 

①
複
数
で
行
動

音
で
存
在
を
知
ら
せ

 

野
山
に
は
１
人
で
入

複
数
で
行

動

 

入
山

ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ

等
を
持

会
話

人
の
存
在

を
知

 

人
由
来
の
食
物
を
口
に
し
た

こ
と
が
あ
る
ヒ
グ
マ

人
の
出
す
音
を

聞

近
づ
い
て
来
る
な
ど
の
例
外
も
あ

注
意
が
必
要

 

②
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
に
気
を
付
け

 

ヒ
グ
マ

緑
地
帯

身
近
な
場
所
に
も
潜
ん
で

い
る
可
能
性

 

自
治
体
の

新
聞
や

テ
レ
ビ

ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等

を
確
認

 

③
残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
注
意
し

 

ヒ
グ
マ

ゴ
ミ
の
味
を
覚

目
当
て
に
ゴ
ミ
捨
て
場

な
ど
に
繰
り
返
し
出
没
す
る
よ
う
に
な

 

ゴ
ミ
を
野
外
に
放
置

埋
め
た

 

④
フ
ン
や

べ
た
跡
を
見
つ
け
た

引
き
返

 

ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や

や
木
な
ど

が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
跡
な
ど
を
見
つ
け

引
き
返

 

⑤
落
ち
着
い
て
行
動

 

万
が

ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合

落
ち
着
い
て
行
動

 

 

慣
れ
た
山
に
も
隠
れ
た
危
険
が
！

 
 

慣
れ
た
山

油
断

危
険

な
落
と
し

が
あ
る
こ
と
を
忘

次
の
点
に
注
意

 

①
行
き
先
を
家
族
に
伝

 

行
き
先
が
分

捜
索
開
始

が
遅

 

行
き
先
や
帰
宅
時
間
を
家
族
に
伝
え

 

②
無
理
に
山
奥
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し

 

慣
れ
た
山

油
断
は
禁
物

 

自
分
の
体
力
や

や
時
間
に

合
わ
せ
た
行
動

 

③
単
独
で
の
入
山
は
避

 

万
が

遭
難
や
怪
我
を
し
た

一
人
で
は
救
助
要
請

 

山
の
中

絶
え
ず
声
を
掛
け
合
い

互
い
の
位
置
を
確
認
し
ま
し

 

④
目
立
つ
色
の
服
装
で
入
山

 

万
が
一

遭
難
し
た

ヘ
リ
コ
プ

が
上
空
か
ら
救
助
に
向
か
う
場
合

 

上
空

赤
色
や
白
色
系
の
服
装

が
目
立

発
見
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

 

⑤
携
帯
電
話
や

を
持
ち
ま

 

携
帯
電
話

非
常
時
の
連
絡

手
段

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で

 

周
囲

に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

 

 ◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

士
別
警
察
署 

電
話
23―

０
１
１
０ 

    

用
電
子
証
明

書
の
発
行
等
業
務
の
停
止

 

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

に
お
け
る
公
的
個
人
認
証
シ
ス
テ
ム
の

更
改
作
業
実
施
に
伴

以
下
の
期
間
に

お
い
て

用
電
子

お
よ
び
利

の

更
新
な
ど
の
全
て
の
業
務
を
停
止
し
ま

 ご
不
便

理
解

の

よ
ろ
し
く
お
願

 

▼
停
止
期
間 

令
和
５
年
４
月
29

 

 

を
含

 

▼
手
続
き
の
で
き
な
い
業
務 

①
電
子
証
明
書
の

び
更
新 

②
引
越

結
婚
な
ど
で

が

変
わ
る
場
合
の

の
券
面
記
載

事
項
の
変
更 

③
暗
証
番
号
初
期
化 

の
発
行 

 

に
も
一
部
制
約
を
受
け
る

業
務

関
係
の
お
手
続
き
が
必
要
な
方

停
止
期
間
を
避
け
て
ご
来
庁
頂
き
ま

す
よ
う
お
願

 

 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

住
民
課
戸
籍
年
金
医
療

 

電
話
26―

９
０
２
６ 

士
別
警
察
署
か
わ
ら
版 

Ｇ
Ｗ
に
お
け
る

 

の
手
続
き
に
つ
い
て


